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障碍 者 芸術 推 進研 究機 構
しょうがいしゃげいじゅつすいしんけんきゅうきこう

 

 

 
 

２０１３年 3 月 1５日 創刊号（年４回発行） 

京都のアール・ブリュット 

 

―
「
天
才
ア
ー
ト
」
と
は
、
障

碍

し
ょ
う
が
い

の
あ
る
人
の
優
れ
た
感
性
と 

表
現
力
、
そ
こ
か
ら
湧
き
出
る
独
創
的
な
作
品
に
対
し
て 

ネ
ー
ミ
ン
グ
し
た
も
の
で
す
。 

 

◎ 

創
刊
に
よ
せ
て
／
祝
ア
ト
リ
エ
開
設
・
・ 

２
面 

◎ 

活
動
紹
介
／
ア
ト
リ
エ
会
・
・
・
・
・
・ 

２
面 

 

同
／
展
覧
会
＆
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
・
・
・ 

３
面 

◎ 

作
品
紹
介
ギ
ャ
ラ
リ
ー
・
・
・
・
４
面
・ 

５
面 

◎ 

ア
ー
ル
ブ
リ
ュ
ッ
ト
／
先
進
事
例
・
・
・ 

６
面 

 

同
／
京
都
市
の
状
況
・
・
・
・
・
・
・
・ 

７
面 

◎ 

ト
ピ
ッ
ク
ス
「
内
閣
特
命
大
臣
賞
受
賞
」・
７
面 

◎ 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
紹
介
／
当
機
構
設
立
経
緯
・ 

８
面 

◎ 

会
員
・
寄
付
の
募
集
に
つ
い
て
・
・
・
・ 

８
面 

 

 

法人事務所 

〒612-0835 京都市伏見区桃山紅雪町162番地 

 

〒605-0811        四条・新道アトリエ 

京都市東山区小松町130番地 元新道小学校内 
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創
刊
に
よ
せ
て 

『
天
才
ア
ー
ト
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
』
は
、
昨
年
九

月
、
発
足
二
年
目
に
し
て
東
山
区
大
和
大
路
四

条
下
る
の
『
元
・
新
道
小
学
校
』
に
念
願
の
ア

ト
リ
エ
を
開
設
と
い
う
幸
運
に
恵
ま
れ
ま
し

た
。
こ
れ
も
ご
支
援
く
だ
さ
っ
た
方
々
や
、
地

元
・
新
道
学
区
の
皆
様
の
ご
理
解
と
京
都
市
教

育
委
員
会
の
積
極
的
な
企
画
・
推
進
力
の
お
か

げ
と
感
謝
を
申
し
上
げ
る
も
の
で
す
。 

ア
ト
リ
エ
と
し
て
し
つ
ら
え
ら
れ
た
、
百
四

十
一
年
の
伝
統
あ
る
元
・
新
道
小
の
教
室
で
は
、

す
で
に
十
九
人
の
所
属
作
家
た
ち
が
真
剣
に

制
作
に
い
そ
し
み
、
素
晴
ら
し
い
作
品
が
生
ま

れ
て
い
ま
す
。 

 

本
法
人
の
一
番
の
目
的
は
、
「
障
碍
の
あ
る

人
々
が
、
の
び
の
び
と
芸
術
制
作
活
動
に
臨
め

る
よ
う
に
そ
の
環
境
を
提
供
す
る
」
と
い
う
こ

と
に
あ
り
ま
す
。
世
界
的
に
広
が
っ
て
い
る
こ

の
「
ア
ー
ル
・
ブ
リ
ュ
ッ
ト
＝
生
の
芸
術
」
は
、

も
ち
ろ
ん
日
本
各
地
で
も
盛
ん
に
な
り
つ
つ

あ
り
ま
す
。 

「
京
都
で
、
日
本
の
天
才
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を

は
ぐ
く
む
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
関
係
者
一
同
、
な

お
一
層
の
躍
進
を
お
誓
い
し
た
い
と
思
い
ま

す
。 

 

天
才
ア
ー
ト
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム 

理
事
長 

 

 
 

松
谷 

昌
順 

 

祝 

辞  

『
天
才
ア
ー
ト
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
』
に 

期
待
す
る
こ
と 

元
新
道
校
は
、
北
隣
に
京
都
ゑ
び
す
神
社
、

東
側
に
建
仁
寺
、
西
側
に
は
京
都
五
花
街
の
ひ

と
つ
宮
川
町
な
ど
に
囲
ま
れ
て
い
ま
す
。
ま
た

西
に
道
ひ
と
つ
隔
て
れ
ば
、
日
本
舞
踏
、
琴
、

華
道
な
ど
日
本
の
伝
統
文
化
・
技
芸
を
五
年
間

に
わ
た
り
修
養
す
る
東
山
女
子
学
園
が
あ
り
、

京
都
の
風
情
・
文
化
を
最
も
醸
し
出
す
地
域
で

あ
り
ま
す
。 

こ
の
よ
う
な
文
化
・
文
教
地
区
に
、
明
治
二

年
、
下
京
区
二
六
番
組
小
学
校
と
し
て
開
校
さ

れ
、
平
成
二
一
年
に
は
創
立
一
四
〇
年
迎
え
ま

し
た
。
し
か
し
、
少
子
化
の
時
流
に
は
抗
し
が

た
く
、
平
成
二
三
年
春
、
東
山
区
の
二
中
学

校
・
五
小
学
校
と
と
も
に
、
東
山
開
晴
館
小
中

学
校
に
統
合
さ
れ
ま
し
た
。 

地
元
新
道
学
区
で
は
、
数
年
前
よ
り
学
校
統

合
後
の
新
道
校
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
地
元
各

団
体
の
方
々
と
侃
々
諤
々
の
議
論
を
進
め
て

き
ま
し
た
が
、
平
成
二
四
年
八
月
に
京
都
市
の

斡
旋
も
あ
り
、
地
元
と
と
も
に
伝
統
と
文
化
芸

術
を
推
進
す
る
団
体
と
し
て
『
天
才
ア
ー
ト
ミ

ュ
ー
ジ
ア
ム
』
を
迎
え
入
れ
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。 

 

今
後
、
元
新
道
校
に
設
け
ら
れ
た
ア
ト
リ
エ

を
核
と
し
て
、
地
元
と
と
も
に
芸
術
活
動
に
邁

進
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。 

新
道
自
治
連
合
会 

会
長 

田
中
正
博 

  

 

活
動
紹
介 

■ 

ア
ト
リ
エ
会 

当
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
は
、
作
家
諸
氏
が
そ
の

才
能
を
発
揮
し
優
れ
た
作
品
を
生
み
出
す
制

作
の
場
と
し
て
、
『
ア
ト
リ
エ
会
』
を
現
在
月

二
回
、
隔
週
の
土
曜
ま
た
は
日
曜
日
に
開
催
し

て
い
ま
す
。 

所
属
の
作
家
は
一
九
名
で
、
十
二
歳
か
ら
二

四
歳
と
若
く
伸
び
盛
り
で
す
。
描
く
こ
と
・
創

る
こ
と
・
表
現
に
迷
い
が
あ
り
ま
せ
ん
。
下
描

き
も
せ
ず
、
い
き
な
り
力
強
い
描
画
が
さ
れ
て

い
き
ま
す
。
そ
し
て
そ
の
豊
か
な
色
彩
感
覚
、

造
形
感
覚
が
躍
如
し
、
既
に
誰
も
が
自
分
の
表

現
「
ス
タ
イ
ル
」
を
持
っ
て
い
ま
す
。 

ア
ト
リ
エ
会
は
、
法
人
設
立
後
の
一
昨
年
十

月
三
〇
日
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
当
初
は
定

ま
っ
た
場
所
も
な
く
、
伏
見
区
の
総
合
庁
舎
の

市
民
交
流
ス
ペ
ー
ス
な
ど
を
借
り
た
り
し
ま

し
た
が
、
そ
の
都
度
申
込
抽
選
に
て
不
安
定
で

し
た
。
し
か
し
、
元
新
道
小
学
校
の
校
舎
内
に

常
設
の
ア
ト
リ
エ
を
持
て
た
こ
と
で
、
制
作
に

集
中
で
き
る
環
境
が
整
い
ま
し
た 

今
後
、
こ
こ
を
拠
点
に
活
動
の
幅
を
広
げ
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
同
じ
校
舎
内
に

「
芸
術
系
大
学
を
卒
業
し
た
若
手
芸
術
家
」
た

ち
も
拠
点
を
構
え
ま
す
の
で
交
流
が
楽
し
み

で
す
。
地
元
・
地
域
の
人
た
ち
と
の
交
流
や
イ

ベ
ン
ト
企
画
に
も
期
待
し
て
い
ま
す
。 

 

           

      

  

    

＜京都市立元新道小学校への道順＞ 

京都市東山区大和大路通四条下る 4 丁目 

                 小松町 13０ 

■市バス （20５、1７系統） 

河原町松原下車東へ徒歩６分 

  （31、46、201、203、20７系統） 

      四条京阪前下車南へ徒歩７分 

■阪急電車 河原町駅下車東南へ徒歩 10 分 

■京阪電車 祇園四条駅下車南へ徒歩７分 

天才アートミュージアム 
http://www.tensai-art.com 

■元新道小学校 周辺情報 

元新道小学校は、祇園八坂神社から徒歩十分

ほどのところにあり、東隣に名刹建仁寺、北隣

は恵美須神社、西側一帯は花街の宮川町という

京都らしい風情のある地域に位置します。 



        

■ 

展
覧
会
＆
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム 

昨
年
三
月
十
日
よ
り
一
七
日
ま
で
東
山

区
総
合
庁
舎
一
階
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
て
、

同
四
月
三
日
よ
り
一
五
日
ま
で
堀
川
御
池

ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
て
、
『
天
才
ア
ー
ト
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
展
２
０
１
２
』
を
開
催
し
ま
し
た
。 

堀
川
御
池
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
は
、
出
品
作
品
、

主
催
者
・
協
賛
団
体
等
の
所
属
作
家
計
四
四

名
の
絵
画
・
陶
芸
等
、
二
百
点
余
を
展
観
。 

入
場
者
は
一
〇
五
〇
名
で
、
二
八
都
道
府

県
と
海
外
に
も
わ
た
っ
て
お
り
、
初
開
催
な

が
ら
広
く
認
知
さ
れ
ま
し
た
。 

 

 

                              

ま
た
、
会
期
中
の
両
会
場
に
て
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
を
併
催
し
ま
し
た
。
特
に
堀
川
御
池
ギ
ャ
ラ

リ
ー
会
場
で
は
、
基
調
講
演
に
兵
庫
県
立
美
術

館
学
芸
員
（
現 

横
尾
忠
則
現
代
美
術
館
学
芸

員
）
の
服
部
正
氏
を
お
招
き
し
て
「
世
界
の
ア

ー
ル
・
ブ
リ
ュ
ッ
ト
の
動
向
」
と
題
し
て
欧
州

を
中
心
に
海
外
の
最
新
動
向
を
詳
し
く
紹
介

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

           

 

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
「
天
才

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
表
現
に
迫
る
」
の
題
で
障
碍

の
あ
る
人
の
独
特
の
表
現
力
や
感
性
、
そ
の
集

中
力
・
持
続
力
に
焦
点
を
当
て
、
活
発
な
討
議

を
し
ま
し
た
。
い
ず
れ
も
京
都
市
内
で
は
初
の

内
容
。
刺
激
的
で
あ
り
好
評
で
し
た
。
展
覧
会

や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
通
じ
多
く
の
人
と
繋
が

り
が
で
き
、
広
が
り
も
で
き
て
い
ま
す
。
こ
の

秋
に
は
第
二
回
展
覧
会
の
開
催
を
計
画
し
て

い
ま
す
。
乞
う
ご
期
待
！ 

 

天
才
ア
ー
ト
ミ

ー
ジ
ア
ム
展 

２
０
１
２ 

■ 

開
催 

概
要 

主
催
／
特
定
非
営
利
活
動
法
人 

障
碍
者
芸
術
推

進
研
究
機
構 

共
催
／
京
都
市
・
京
都
市
教
育
委
員

会 

後
援
／
京
都
市
立
総
合
支
援
学
校
長
会
・
京
都

市
立
総
合
支
援
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会
・
京
都
新

聞
社
会
福
祉
事
業
団 

他 

協
賛
／
ふ
し
み
学
園 

ア
ト
リ
エ
や
っ
ほ
う
・
東
山
青
少
年
活
動
セ
ン
タ

ー
・
洛
西
ふ
れ
あ
い
の
里
授
産
園 

助
成
／
京
都

府
・(

財)

ヤ
マ
ト
福
祉
財
団 

■ 

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム 

◇
基
調
講
演  

「
世
界
の
ア
ー
ル
・
ブ
リ
ュ
ッ
ト
の
動
向
」 

講
師
／
服
部 

正 

兵
庫
県
立
美
術
館
学
芸
員 

(

当
時)

 

◇
パ
ネ
ル
デ
イ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン  

「
天
才
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
表
現
に
迫
る
」 

パ
ネ
ラ
ー
／
服
部 

正
・
松
谷
昌
順
・
重
光 

豊
・

マ
ツ
ダ
ジ
ュ
ン
イ
チ 

 

    

四条・新道アトリエ 紹 介 

京都で、日本の天才アーティスト をはぐくむ。

四条・新道アトリエは、昭和 12 年建築の元新道小学校校舎の２階。

創建当時のままの木の扉や窓枠、廊下、漆喰の壁、使い込まれた 

黒板や掲示板など、レトロな空気に満ちています。 

 

 

 

  

 

 

 

元新道小校舎入口      新道アトリエのフロア 

（表札制作 森田正和氏）  （アトリエ 3室／管理室 1室） 

 

 

 

 

 

 
 

 

  アトリエ内ギャラリー。所属作家の作品を展示しています。 

当アトリエへの地図はＨＰをご覧ください 

  〈予告〉第２回 展 覧 会 

 天才アートミュージアム展 2013 
（仮称） 

 ■日時／2013 年 11 月 2 日（土） 
              ～11 月 17 日（日） 

 ■会場／堀川御池ギャラリー 
       （京都市中京区堀川御池北東角） 
 

第 2 回 展覧会の詳細につきましては、 
 『季報 天才アート』の次号以降に順次掲載 
  いたします。（次号 25 年 6 月ごろ発行予定） 



 

ギ
ャ
ラ
リ
ー 

 

 
 

 
作
品 

作
家 

紹
介 

 
 
 
 
 

 
                                         

『
く
ら
げ
の
冒
険
』
下
嶋
千
佳
／
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
（
原
画
・
部
分
） 

 
 

下
嶋
は
様
々
な
ク
ラ
ゲ
を
絵
に
し
ま
す
。
こ
の
作
品
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
キ

ャ
ラ
ク
タ
ー
の
ク
ラ
ゲ
の
冒
険
の
シ
ョ
ー
ト
ス
ト
ー
リ
ー
の
一
場
面

で
す
、
本
人
が
パ
ソ
コ
ン
で
作
曲
し
た
Ｂ
Ｇ
Ｍ
に
合
わ
せ
て
軽
快
に
動

き
ま
わ
る
姿
が
実
に
ユ
ー
モ
ラ
ス
で
す
。 

  『生け花』上田彩／画用紙 顔料インクペン、色鉛筆、 
上田は、日々の実際の体験や暮らしの中の出来事を好んで描いて
います。人物や物の描き方・構図に独自のスタイルがあり、一目
でこの作家の作品とわかります。 
 

       足立茉莉／画用紙 クレヨン、水彩 
足立は人物と文字を好んで描き、その上から一気に着色していく表
現方法で、線の文様と色彩の重なりが独特の雰囲気を醸します。 

 

『
ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト
』
小
山
怜
志
／
紙
、
ハ
サ
ミ 

小
山
は
下
描
き
も
無
し
に
一
枚
の
紙
か
ら
あ
っ
と
い
う
間

に
切
り
出
し
、
折
上
げ
ま
す
。
バ
ラ
ン
ス
よ
く
立
つ
姿
は
今

に
も
動
き
出
し
そ
う
な
リ
ア
ル
さ
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
設
計

図
は
次
々
と
彼
の
頭
脳
に
あ
ふ
れ
て
き
ま
す
。 

『
Ｊ
Ｒ
電
車 

０
０
６
』
三
橋
右
季
／
画
用
紙
、
ペ
ン
、
色
鉛
筆 

三
橋
は
電
車
・
バ
ス
な
ど
乗
り
物
を
好
ん
で
描
き
、
記
憶
し
た
形

状
や
細
部
を
ア
ト
リ
エ
や
自
宅
で
再
現
し
て
い
き
ま
ま
す
。 

 

『
ゆ
う
じ
ゆ
う
じ
』
黒
川
祐
治
／
ペ
ン
、
水
彩
、
Ａ
４
紙 

黒
川
は
描
く
と
き
は
常
に
歌
を
口
ず
さ
み
な
が
ら
、
リ
ズ
ミ
カ
ル

に
、
ひ
た
す
ら
自
身
の
名
前
を
楽
譜
の
ご
と
く
書
き
連
ね
て
い
き

ま
す
。
そ
の
上
か
ら
彩
色
さ
れ
た
連
作
の
一
つ
で
す
。 

       清水元介／色鉛筆、水彩、四つ切画用紙 
清水は、テレビ番組や身の周りの出来事を好んでスケッチして
います。それをもとに画面の中に全ての時間経過や、そこにあ
る全てのものが描きこまれていきます。 
 

 
 

三
津
田
一
輝
／
画
用
紙
、
ク
レ
パ
ス 

 
 
 
 

歌
川
国
芳
『
朝
比
奈
小
人
嶋
遊
』
の
模
写 

三
津
田
特
有
の
ア
レ
ン
ジ
の
加
わ
っ
た
模
写
シ
リ
ー

ズ
。
彼
は
、
こ
の
他
に
も
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
キ
ャ
ラ
ク
タ

ー
な
ど
変
幻
自
在
に
様
々
な
ス
タ
イ
ル
の
作
品
も
生
み

出
し
て
い
ま
す
。 



アール ・ ブリュット、 

アウトサイダーアート 

アール・ブリュット（Art  Brut）は、

「生の芸術」という意味。 

アール・ブリュットコレクションの蒐集

者である画家ジャン・デュビュッフェ（仏

1901～1985）が提唱。既成の芸術との対比

で「生(なま・き)」の芸術と称した。 

英語圏では「アウトサイダーアート」と

呼ばれている。日本では「ボーダーレス

アート」や「エイブルアート」を使うと

ころもある。 

 

         

■ 

全
国
の
先
進
事
例 

① 

『
る
ん
び
に
い
美
術
館
』
岩
手
県
花
巻
市
／

社
会
福
祉
法
人
に
よ
る
中
規
模
通
所
施
設
内

に
設
置
。
作
業
内
容
の
一
環
と
し
て
早
く
か
ら

制
作
活
動
に
取
組
み
、
グ
ッ
ズ
販
売
等
の
他
、

他
の
利
用
者
の
作
業
製
品
も
販
売
し
て
い
る
。

作
品
の
常
設
展
示
・
販
売
に
よ
り
啓
発
活
動
に

も
力
を
入
れ
て
い
る
。 

② 

『
マ
・
メ
ゾ
ン
光
星
』
栃
木
県
那
須
郡
那

須
町
／
大
規
模
福
祉
施
設
で
創
作
活
動
に
力

点
を
置
き
、
地
元
ホ
テ
ル
・
観
光
施
設
・
企
業

等
と
連
携
し
て
作
品
展
観
・
販
売
等
を
進
め
て

い
る
。
こ
う
し
た
活
動
を
通
じ
て
地
域
に
広
く

浸
透
。
左
記
③
と
も
連
携
し
て
い
る
。 

 
 
 

 

③ 

『
も
う
ひ
と
つ
の
美
術
館
』
栃
木
県
那
須
郡

馬
頭
町
／
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
が
山
間
部
の
廃
校
小

学
校
の
校
舎
を
借
受
け
て
運
営
。
常
設
展
示
・

特
設
展
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
開
催
等
を
行
い
、

全
国
各
地
の
作
家
の
紹
介
を
通
じ
て
啓
発
活

動
も
進
め
て
い
る
。
（
冬
季
は
閉
鎖
） 

 

 

④ 

『
エ
イ
ブ
ル
ア
ー
ト
・
ジ
ャ
パ
ン
』 

東
京

都
千
代
田
区
／
旧
日
本
障
害
者
芸
術
協
会
が

母
体
で
日
本
の
障
碍
者
芸
術
の
草
分
け
で
も

あ
る
。
二
〇
一
〇
年
千
代
田
区
の
中
学
校
跡
施

設
に
開
設
さ
れ
た
『
ア
ー
ツ
千
代
田
３
３
３

１
』
に
移
転
し
、
後
掲
の
奈
良
県
の
『
た
ん
ぽ

ぽ
の
家
』
福
岡
市
の
『
工
房
ま
る
』
と
共
同
運

営
で
作
品
の
販
売
・
グ
ッ
ズ
販
売
、
デ
ザ
イ
ン

利
用
等
の
著
作
料
収
入
に
よ
る
障
碍
者
自
立

を
目
指
し
て
い
る
。
各
地
の
作
家
の
作
品
収
集
、

巡
回
展
示
な
ど
に
よ
り
啓
発
活
動
に
も
力
を

入
れ
て
い
る
。 

⑤ 

『
ね
む
の
木
学
園
』
静
岡
県
掛
川
市
／
社

会
福
祉
法
人
。
宮
城
ま
り
子
氏
の
創
設
。
特
別

支
援
学
校
・
施
設
を
運
営
し
て
い
る
ほ
か
美
術

館
も
併
設
し
、
作
品
の
レ
ベ
ル
は
高
く
、
原
画

販
売
・
グ
ッ
ズ
販
売
等
を
古
く
か
ら
行
い
、
テ

レ
ビ
等
で
度
々
紹
介
さ
れ
て
い
る
。 

⑥ 

『
ボ
ー
ダ
レ
ス
ア
ー
ト
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム 

Ｎ

Ｏ
Ｍ
Ａ
』
滋
賀
県
近
江
八
幡
市
／
県
社
会
福
祉

事
業
団
が
運
営
。
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区

の
町
家
を
活
用
し
て
各
地
の
作
家
・
作
品
を
展

観
・
紹
介
し
、
作
品
の
価
値
評
価
と
、
啓
発
活

動
に
力
を
入
れ
て
い
る
。
二
〇
〇
六
年
に
ス
イ

ス
に
て
日
本
人
作
品
展
を
共
催
。
さ
ら
に
、
二

〇
一
〇
年
三
月
二
四
日
～
同
年
十
月
二
日
ま

で
、
フ
ラ
ン
ス
の
パ
リ
市
立
ア
ル
・
サ
ン
・
ピ

エ
ー
ル
美
術
館
と
共
催
し
て
『A

RT
 
BR

UT
 
 

J
APO

NAI
S

』(

ア
ー
ル
・
ブ
リ
ュ
ッ
ト
・
ジ
ャ

ポ
ネ
展)

を
開
催
し
、
日
本
人
の
作
品
群
は
大 

変
な
評
判
を
呼
び
、
同
美
術
館
開
館
以
来
最
大 

 

の
見
学
者
の
動
員
を
記
録
し
た
。
ま
た
、
全
国

九
都
府
県
の
施
設
等
と
連
携
し
各
地
域
に
「
ボ

ー
ダ
レ
ス
ア
ー
ト
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
設
置
構
想

を
打
ち
出
し
て
い
る
。 

⑦ 

『
み
ず
の
き
美
術
館
』
京
都
府
亀
岡
市
／

一
九
五
九
年
開
設
の
「
亀
岡
松
花
苑
」
を
母
体

と
し
、
創
設
者
の
西
垣
籌
一
氏
が
六
〇
年
代
以

降
に
絵
画
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
取
り
入
れ
て
次

第
に
発
展
し
今
日
に
至
っ
て
い
る
。
日
本
で
も

最
も
古
く
か
ら
の
取
組
み
で
あ
り
、
国
内
の
み

な
ら
ず
海
外
で
も
展
覧
会
を
開
催
し
た
り
、
作

品
を
出
品
し
た
り
し
て
お
り
、
八
三
～
八
四
年

に
か
け
て
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
で

そ
の
取
組
が
紹
介
さ
れ
反
響
を
読
ん
だ
。
二
〇

一
二
年
十
月
、
亀
岡
市
内
に
『
美
術
館
』
を
開

設
し
た
。 

⑧ 

『
ア
ト
リ
エ 

イ
ン
カ
ー
ブ
』
大
阪
市
平
野

区
／
社
会
福
祉
法
人
。
一
九
九
八
年
設
立
当
初

よ
り
ア
ー
ト
制
作
活
動
を
作
業
内
容
と
し
て

専
業
化
し
、
質
の
高
い
作
品
群
を
送
り
出
し
て

い
る
。
作
品
原
画
や
グ
ッ
ズ
の
販
売
に
力
点
を

お
き
、
美
術
の
専
門
ス
タ
ッ
フ
で
運
営
し
て
い

る
。
行
政
・
企
業
な
ど
幅
広
い
連
携
・
支
援
を

得
て
障
碍
者
の
美
術
的
才
能
を
広
く
紹
介
し

て
お
り
、
二
〇
〇
八
年
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
作

家
・
作
品
展
を
開
い
て
反
響
を
呼
ん
だ
。
二
〇

一
一
年
に
は
京
都
市
内
に
も
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を

設
置
し
て
い
る
。
作
家
の
中
に
は
す
で
に
プ
ロ

と
し
て
、
作
品
が
ギ
ャ
ラ
リ
ー
等
で
高
値
で
取

引
さ
れ
て
い
る
人
も
あ
る
。 

 

⑨ 

『
た
ん
ぽ
ぽ
の
家
』
奈
良
県
奈
良
市
／ 

 

県
の
支
援
を
古
く
か
ら
受
け
た
社
会
福
祉
法

人
・
財
団
法
人
に
よ
る
大
規
模
複
合
福
祉
施
設

内
で
多
様
な
活
動
を
し
て
い
る
。
歴
史
が
あ
り

日
本
の
障
碍
者
芸
術
活
動
の
草
分
け
的
存
在
。

制
作
・
展
示
・
グ
ッ
ズ
販
売
を
行
う
ほ
か
、
イ

ベ
ン
ト
事
業
な
ど
幅
広
く
行
い
啓
発
活
動
に

も
力
を
入
れ
て
い
る
。
ま
た
「
エ
イ
ブ
ル
ア
ー

ト
・
ジ
ャ
パ
ン
」
の
中
核
と
し
て
東
京
に
も
展

開
し
て
い
る
。 

⑩ 

『
武
庫
川
す
ず
か
け
作
業
所
』
兵
庫
県
西
宮

市
／
社
会
福
祉
法
人
。
中
規
模
作
業
所
で
、
ア

ー
ト
制
作
を
作
業
内
容
の
一
環
と
し
て
古
く

か
ら
取
組
ん
で
お
り
、
密
度
の
高
い
作
品
を
生

ん
で
い
る
。
近
年
は
大
阪
成
蹊
大
芸
術
学
部
と

連
携
し
て
い
る
。
グ
ッ
ズ
販
売
、
喫
茶
店
の
併

設
な
ど
を
行
い
、
啓
発
活
動
に
も
力
を
入
れ
て

い
る
。 

⑪
『
鞆と

も

の
津つ

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
』
広
島
県
福
山
市

／
社
会
福
祉
法
人
創
樹
会
が
、
日
本
財
団
の
助

成
事
業
を
受
け
て
二
〇
一
一
年
度
設
立
。
『
崖

の
上
の
ポ
ニ
ョ
』
の
舞
台
と
し
て
一
躍
有
名
に

な
っ
た
広
島
県
・
鞆
の
浦
の
築
一
五
〇
年
の
蔵

が
美
術
館
と
し
て
整
備
さ
れ
た
。
創
樹
会
は
、

制
作
活
動
を
作
業
内
容
に
取
込
ん
だ
『
ア
ー
ト

セ
ン
タ
ー
き
ら
り
』
を
比
較
的
早
い
時
期
よ
り

設
立
し
て
、
障
碍
の
あ
る
人
の
能
力
発
掘
に
努

め
て
お
り
、
レ
ベ
ル
の
高
い
作
品
を
生
み
出
し

て
い
る
。
既
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
画
廊
と
売
買

契
約
を
結
ん
だ
作
品
も
あ
る
な
ど
、
世
界
で
評

価
の
高
い
作
家
が
在
籍
し
て
い
る
。 



 

⑫
『
藁
工
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
』
高
知
県
高
知
市
／

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ワ
ー
ク
ス
み
ら
い
。
同
会
は
障
碍

者
の
就
労
支
援
を
主
な
目
的
と
し
て
設
立
。
関

連
す
る
様
々
な
事
業
活
動
を
し
て
い
る
が
、
障

碍
の
あ
る
人
の
制
作
活
動
や
作
品
展
示
に
も

力
を
入
れ
て
い
る
。
藁
工
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
は
、

藁
を
保
管
す
る
伝
統
的
な
白
壁
藁
倉
庫
群
を

再
生
し
た
も
の
で
、
他
に
レ
ス
ト
ラ
ン
や
物
販

店
、
ヘ
ア
サ
ロ
ン
な
ど
も
入
居
し
、
市
民
交
流

ゾ
ー
ン
と
な
っ
て
い
る
。
県
内
作
家
を
中
心
に

作
品
の
展
示
・
収
集
・
研
究
を
進
め
て
い
る 

⑬
『
工
房 

ま
る
』
福
岡
市
南
区
／
無
認
可
福

祉
施
設
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
現
在
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
。
当
初
よ
り
ア
ー
ト
を
作
業
の
中
核
と
し
て

取
組
み
、
多
く
の
作
家
を
育
成
し
て
作
品
の
質

も
高
い
。
『
た
ん
ぽ
ぽ
の
家
』
等
と
提
携
し
て

『
エ
イ
ブ
ル
ア
ー
ト
』
の
一
翼
を
形
成
し
て
い

る
。 

 

 

■ 

京
都
市
の
状
況 

『
京
都
市
ふ
し
み
学
園
』 

社
会
福
祉
法
人 

京
都
市
伏
見
区
／
二
〇
〇
六
年
頃
よ
り
、
作
業

内
容
の
一
環
と
し
て
京
都
の
芸
術
系
大
学
の

卒
業
生
と
連
携
し
て
制
作
活
動
を
始
め
た
と

こ
ろ
で
あ
る
が
、
既
に
ア
ー
ル
・
ブ
リ
ュ
ッ

ト
・
ジ
ャ
ポ
ネ
展
の
出
品
作
に
選
ば
れ
る
ほ
ど

の
作
品
を
生
み
出
し
て
お
り
、
作
品
を
活
用
し

た
グ
ッ
ズ
販
売
等
に
も
取
組
ん
で
い
る
。 

           

 
 

 

■ 

京
都
市
の
現
状
は
、
他
都
道
府
県
・
政
令 

市
に
比
べ
て
、
活
動
拠
点
形
成
・
取
組
の 

年
数
・
内
容
や
市
民
の
認
知
、
自
治
体
・ 

企
業
の
支
援
の
広
が
り
な
ど
、
全
般
に
遅 

れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
才
能
あ
る
人
材 

が
、
多
く
埋
も
れ
た
状
況
に
あ
る
。 

 

 

ト
ピ
ッ
ク
ス 

 

当
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
作
家
で
京
都
市
立
東

総
合
支
援
学
校
中
学
部
二
年
生
の
高
田
美
貴

さ
ん
が
、
内
閣
府
主
催
の
『
平
成
二
四
年
度
障

害
者
週
間
ポ
ス
タ
ー
原
画
コ
ン
ク
ー
ル
』
で
、

『
内
閣
府
特
命
大
臣
賞
』
を
受
賞
し
ま
し
た
。 

 

今
回
の
受
賞
作
品
は
、
障
害
者
ポ
ス
タ
ー
画

コ
ン
ク
ー
ル
の
小
中
学
生
部
門
に
応
募
す
る

た
め
、
学
校
の
夏
休
み
の
課
題
と
し
て
描
き
上

げ
ら
れ
た
作
品
で
す
。
お
母
さ
ん
の
話
に
よ
れ

ば
三
日
（
一
～
三
時
間
／
日
）
で
、
一
気
に
仕

上
げ
た
そ
う
で
す
。 

 
                        

 

 

本
作
品
は
、
ま
ず
京
都
市
に
お
け
る
コ
ン
ク

ー
ル
で
『
最
優
秀
賞
』
に
選
ば
れ
ま
し
た
。 

 
 

そ
の
後
、
内
閣
府
主
催
の
『
平
成
二
四
年
度

全
国
障
害
者
週
間
ポ
ス
タ
ー
画
コ
ン
ク
ー
ル
』

の
京
都
市
代
表
作
品
と
し
て
推
薦
さ
れ
、
全
国

の
多
数
の
作
品
（
一
、
五
二
四
点
）
の
中
か
ら
、

優
秀
賞
と
し
て
『
内
閣
府
特
命
担
当
大
臣
賞
』

に
選
定
さ
れ
ま
し
た
。
ち
な
み
に
、
今
回
は
小

学
生
部
門
・
中
学
生
部
門
で
、
そ
れ
ぞ
れ
最
優

秀
賞
総
理
大
臣
賞
と
こ
の
優
秀
賞
の
各
一
点

ず
つ
計
四
点
が
選
定
さ
れ
て
い
ま
す
。 

審
査
委
員
会
委
員
で
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ

イ
ナ
ー
の
杉
田
豊
氏
の
講
評
を
引
用
し
ま
す
。 

「
優
秀
賞
の
高
田
美
貴
さ
ん
の
絵
は
、
い
つ
ま 

で
見
て
い
て
も
飽
き
な
い
楽
し
い
作
品
で
あ

る
。
独
特
な
構
図
で
密
度
を
上
げ
、
白
地
に

人
々
の
嬉
し
い
表
情
で
清
々
し
い
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
世
界
を
描
く
。
〈
中
略
〉
今
回
は
総
体

的
に
高
質
な
作
品
に
出
会
え
た
の
は
嬉
し
い

こ
と
で
あ
っ
た
。
」（
内
閣
府
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
） 

      

 
 

      

京
都
市
に
お
け
る
入
賞
者
表
彰
式
の
様
子 

門
川
大
作
京
都
市
長
よ
り
賞
状
を
受
け
る
高
田
美
貴
さ
ん

高
田
美
貴 

内
閣
府
特
命
大
臣
賞 

受
賞
作
品 



NPO 法人紹介 特定非営利活動法人  障 碍 者 芸 術 推 進 研 究 機 構
しょうがいしゃげいじゅつすいしんけんきゅうきこう

 

■ 役 員                 

理 事 長 松谷昌順                    
（京都精華大学名誉教授 元デザイン学部長）        

副理事長 重光 豊                   
（元京都市立呉竹養護学校・総合支援学校長）              

副理事長 濱田健二                 
（元京都精華大学 社会連携担当職員・東山区内自治連会長）    

 

一
九
七
八
年
、
京
都
市
立
養
護
学
校
小
・

中
学
校
特
殊
学
級
の
児
童
生
徒
の
合
同
作
品

展
『
小
さ
な
巨
匠
展
』
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

一
九
九
五
年
に
は
、
京
都
の
障
碍
者
施
設
の

利
用
者
、
障
碍
の
あ
る
市
民
等
の
作
品
の
展

覧
会
と
し
て
『
京
都
と
っ
て
お
き
の
芸
術
祭
』

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
い
ず
れ
も
京
都
市
立

美
術
館
な
ど
を
会
場
と
し
て
今
日
ま
で
継
続

し
て
い
ま
す
。 

京
都
市
内
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ら
を
嚆
矢

こ

う

し

と
し
て
障
碍
の
あ
る
児
童
生
徒
・
市
民
の
美

術
活
動
の
作
品
を
一
同
に
展
観
す
る
場
が
早

く
か
ら
設
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
れ
ぞ

れ
年
一
回
の
開
催
で
あ
り
、
相
互
の
つ
な
が

り
や
連
携
も
少
な
く
、
興
味
関
心
や
才
能
の

あ
る
人
を
組
織
的
に
養
成
し
た
り
、
活
動
の

場
の
保
障
を
し
た
り
す
る
仕
組
み
も
な
か
っ

た
と
い
え
ま
す
。
し
か
し
、
近
年
市
内
の
障

碍
者
福
祉
施
設
に
お
い
て
メ
イ
ン
活
動
の
一

環
と
し
て
、
美
術
「
制
作
活
動
」
に
注
力
す

る
と
こ
ろ
も
少
し
ず
つ
増
え
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
京
都
市
立
の
総
合
支
援
学
校
に
お

い
て
は
、『
コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ
ー
ス
ク
ー
ル
』
の

事
業
の
中
で
、
二
〇
〇
六
年
よ
り
学
校
運
営

委
員
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
主
体
と
な
っ
て
、
障
碍
の

あ
る
児
童
の
放
課
後
活
動
と
し
て
「
制
作
活

動
」
を
地
域
の
小
学
校
な
ど
で
開
始
し
ま
し

た
。
さ
ら
に
同
一
〇
年
に
は
文
部
科
学
省
の

研
究
委
託
を
受
け
て
、
教
育
課
程
に
「
美
術

系
大
学
等
の
外
部
の
専
門
家
を
活
用
し
た
制

作
活
動
」
の
時
間
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。
そ

の
結
果
、
わ
ず
か
数
年
に
し
て
質
の
高
い
作

品
が
生
み
出
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
児
童
生

徒
の
隠
さ
れ
て
い
た
能
力
が
ど
ん
ど
ん
開
花

し
て
い
く
状
況
が
生
ま
れ
ま
し
た
。 

そ
し
て
、
こ
の
取
組
は
、
保
護
者
、
教
員

が
障
碍
の
あ
る
児
童
生
徒
の
美
術
表
現
能
力

を
見
直
す
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。
さ
ら

に
、
美
術
の
専
門
家
も
障
碍
の
あ
る
人
の
表

現
能
力
や
作
品
の
価
値
に
気
づ
く
き
っ
か
け

と
も
な
り
、
そ
の
知
ら
れ
ざ
る
能
力
に
瞠
目

す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
二
〇
〇

九
年
三
月
～
五
月
と
二
〇
一
一
年
二
月
～
三

月
に
京
都
国
際
マ
ン
ガ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
に
お

い
て
、
こ
れ
ら
の
作
品
展
を
開
催
し
、
大
き

な
反
響
を
呼
び
ま
し
た
。  

こ
う
し
た
取
組
み
を
ふ
ま
え
、
本
人
の
興

味
関
心
や
才
能
に
応
じ
て
多
様
な
美
術
表
現

に
取
組
み
、
か
つ
学
齢
期
か
ら
成
人
後
も
持

続
的
に
活
動
で
き
る
よ
う
な
場
を
確
保
す
る

必
要
が
あ
る
と
の
声
が
、
関
係
者
か
ら
上
っ

て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
二
〇
一
〇
年
一
二

月
に
そ
う
し
た
関
係
者
が
集
ま
り
、
障
碍
の

あ
る
人
の
芸
術
活
動
を
支
援
し
、
そ
の
た
め

に
必
要
な
様
々
な
事
業
や
取
組
を
推
進
研
究

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
当
機
構
を
結
成

い
た
し
ま
し
た
。 

特
定
非
営
利
活
動
法
人 

障
碍
者
芸
術
推
進
研
究
機
構 

 
 

天
才
ア
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当
機
構
設
立
の
経
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会員と寄付を募集しています ■ 画 材 提 供 や ボ ラ ン テ ィ ア も 随 時 募 集 し て い ま す 。
 

■ 正会員    当機構の運営の中核となります。当機構の目的・趣旨に賛同していただける方々との連携と協働に 

よる運営を目指しています。 入会金：１口３千円、年会費１口２千円 

■ 賛助会員  当機構の趣旨に賛同される個人、企業、法人、団体様。 

年会費 個人：１口千円   団体・企業様等：１口千円（できれば１０口以上お願いいたします） 

■ 名誉会員  当機構の趣旨に賛同され、基金・寄付金・助成金等として１０万円以上、 

又は同等額の物品の寄付をいただいた企業、法人、団体、篤志家様 

■ 振込口座 (1) ゆうちょ銀行  記号番号００９７０－９－１９５１７３  特定非営利活動法人 障碍者芸術推進研究機構  
(2) 京都銀行 伏見支店 普通 ３８３０１８９ 特定非営利活動法人 障碍者芸術推進研究機構 理事長 松谷昌順 

詳しくは天才アートミュージアムホームページをご覧ください。  http://tensai-art.com  e-mail；info＠tensai-art.com    

理 事 マツダ ジュンイチ    
（画家・京都嵯峨芸術大学講師・ジャルダン美術研究所講師） 

理 事 下嶋 篤 
（同志社大学文化情報学部教授・スタンフォード大学客員研究員） 

理 事 伊藤 遊（京都精華大学国際マンガ研究センター研究員）  

理 事 富田千果子（書家・京都市立西総合支援学校運営協議会委員） 

理 事 黒川愛子（障碍福祉施設職員・元京都市立総合支援学校ＰＴＡ会長）

編集後記／アトリエ会での作家の皆さんの集中や没頭に胸打たれ、次々に描かれ生み出されゆく独特な作品に目を瞠り、日々興味を深めつつ

『季報 天才アート』の記念すべき創刊号に関わらせていただくことができたことを心から嬉しく思います。 
様々な形で天才アートミュージアムの活動に関わっていくボランティアの仲間が増えていくことを願いながら、また次号の編集を

楽しみに・・・。画像処理 高橋ちさと（ウエブデザイナー・ボランティア）  編集・構成 植村美樹（ボランティア）


	tensai_nl001a
	tensai_nl001b
	tensai_nl001c
	tensai_nl001d

